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１．製品概要

◆特徴

■本ボードはＵＳＢ信号を２線式のＲＳ４８５信号に変換する変換器です。ボーレート９６００ｂｐｓ～

９２１．６Ｋｂｐｓ対応、電源はＵＳＢから取りますので準備不要です。

■温度調節器などの２線式ＲＳ４８５通信に使用できます。

■大きさは４６×３９×１５ｍｍです。重さは１２ｇ。

■ＵＳＢコネクタでパソコンと連結し、使用します。

■特に調整が必要な部分はありません。

◆製品構成

本ボードは

１．基板本体

２．ハーネス ５Ｐ ４０ｃｍ

３．取扱説明書（本書）

から構成されます。

◆各部の機能と名称

ＣＮ２ ＵＳＢ信号※

ＣＮ３ ＵＳＢ Ｂコネクタ ＣＮ１ ＲＳ４８５コネクタ

※ＣＮ２ ＵＳＢ信号は、ＵＳＢコネクタを別な部分に設置したい場合に使用します。

第１章 ご使用になる前に



3

１．製品概要

◆ハードウエア接続

■ＵＳＢ接続、デバイスドライバインストゥール

本基板はＵＳＢインターフェイスにＦＴＤＩ社のＦＴ２３２ＲＬを使用しています。このＩＣは仮想Ｃ

ＯＭ、ダイレクトドライバの２種類の使い方が可能です。Ｗｉｎｄｏｗｓ１０で使用する場合、デバイス

ドライバは自動的にインスツールされますので、ユーザーは何も行う必要がありません。

それ以外のＯＳでご使用される場合、以下より使用するＯＳに対応したデバイスドライバをダウンロー

ドして下さい。Ｗindows,MacOS,Linux,android 用などがあります。

http://www.ftdichip.com/FTDrivers.htm

デバイスドライバのインストゥール方法は「ＦＴ２３２ＲＬ デバイスドライバ」等で検索してください。

例がたくさんあります。またＷｉｎｄｏｗｓ７～８.１ではＵＳＢ端子に接続するだけで、ドライバが自動

的にインストゥールされる場合もあります。

「新しいハードウエアがインストールされ、使用準備ができました」と表示されたらＯＫです。次回から

ＵＳＢケーブルを挿入すればＵＳＢとして認識され動作します。

スタート→コントロールパネル→デバイスマネージャを見ることにより、２種類のデバイスドライバが

インストゥールされたことが確認できます。

第２章 使い方
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２種類のデバイスドライバ（ＶＣＰ 仮想ＣＯＭ，Ｄ２ＸＸ ダイレクトドライブ）、ＵＳＢコネクタを抜

くとこれらは消えます。

ＵＳＢ ＳｅｒｉａｌＰｏｒｔ（ＣＯＭ６９）のＣＯＭ番号は変更可能です。変更方法は「ＣＯＭポート

の変更」等で検索して下さい。

■ＲＳ４８５接続

基板側コネクタ Ｂ５Ｂ－ＥＨ（ＪＳＴ） ソケットＥＨＲ-５ ピン ＢＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６

番号 色 名称

１ 赤 ＋５Ｖ出力

２ 黄 ＲＳ４８５ ＋

３ 白 ＲＳ４８５ -

４ 茶 ＦＧ（フレームグランド）

５ 黒 ＧＮＤ
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ＣＮ１のＲＳ４８５+，-，ＧＮＤを機器に接続します。最大３２台スレーブ（子機）を接続することが可

能です。

ＣＮ１ １番 ＋５ＶはＵＳＢからの電源で汎用使用が可能ですが、最大で５００ｍＡ（パソコンの仕様

により変動）程度です。４番 ＦＧは必要に応じてフレームグランドに接続して下さい。

◆スレーブ側ソフトの注意点

２線式ＲＳ４８５は回線が送信、受信状態が時間と共に変化する方式です。通常、アイドル状態ではホス

ト（パソコン）側は受信状態で、データをスレーブに伝えたいときに送信となり、送信後、一定時間経過

し、受信に戻ります。

本機はその切替をハードウエアで行いますので、パソコンプログラムはバスの切替を意識することなく、

送、受信が可能ですが、スレーブ側はパソコン側がまだ送信しているときには送信することが出来ません。

送信が終了し、かつ、バスラインがホスト側受信に切り替わった後に、データを送信してください。

内部の信号のサンプルです。

受信 送信期間 受信

パソコンからの送信データ 送信終了部拡大図
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最後のデータ 送信から受信への切り替わり

送信データ最後の立下りから、送信から受信に自動切換えする時間が２．３ｍｓｅｃあります。

１．スレーブはデータ受信後、２．３ｍｓｅｃ以上経過してからホストに送信しないとデータが伝わりま

せん。

２．スレーブで２．３ｍｓｅｃ以上早い返信があり、通信が成立しない（データ落ち、文字化け等）場合、

本機の部品を交換し対応することは可能です。ご相談下さい。

３．全部の文字が文字化けする場合はボーレートが合っていない、始めのデータが取れない場合、上記２

の原因が考えられます。マスター送信後、スレーブ受信までの間隔を測定してみて下さい。



7

１．製品概要

◆ハードウエア仕様

ＵＳＢ－ＲＳ４８５変換器 仕様

使用ＩＣ ＦＴ２３２ＲＬ ＦＴＤＩ社

ボーレート ９６００ｂｐｓ～９２１．６Ｋｂｂｓ

電源 ＋５Ｖ、パソコンＵＳＢから供給

送信→受信切替遅延時間 ２．３ｍｓｅｃ固定

大きさ ４６×３９×１５ｍｍ

重さ １２ｇ

◆大きさ、外形寸法

◆お問い合わせ、特注対応

ＵＳＢ－ＲＳ４８５変換器 についてのお問い合わせは以下にお願い致します。

会社名 ホームページ（メールア

ドレス）

住所 他

有限会社ビ

ーリバーエ

レクトロニ

クス

http://beriver.co.jp/

メール

info@beriver.co.jp

〒３５０－１２１３

埼玉県日高市高萩１

１４１－１

ハードウエア、ソフトウエア

設計、製造元

販 売 代 理

店、部品

サンデン商事株式会社

（担当：譜久山 ふくや

ま）

〒１０１－００２１

東京都千代田区外神

田６－１２－３ ビ

ックウエストビル３

号館４Ｆ

ＴＥＬ

０３－５８１８－７７５１

ＦＡＸ

０３－５８１８－６６３０

第３章 仕様


